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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

尾林班廃止に際しては当該分団車両の資機材充実を図ることにより、統廃合を順調に行うことができた。

改革改善

の考え方

①問題

点

今後も、詰所の統廃合は、必要となってくるが、災害に対処するためには、安易に進めることは出来ないし、地元の理解も

得難い。

②改革

提案

まちづくり委員及び分団員との十二分な協議を行い、行政サービスの低下を招くことなく進める。一方で配備品を充実させ

るなどの代替策を講じる。

総事業費①+② 17,394 18,113 18,087

人件費計（千円）② 715 715

17,183

正規職員所要時間 200 200

臨時職員所要時間

一般財源 16,391 17,855 17,113

その他 288 258 259

起債

県支出金

国庫支出金

事業費計（千円）① 16,679 18,113 17,372 17,183 （そ）諸収入

25年度予算額 特定財源内訳、補足

258

16,925

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

1　常時出場できるよう機関を整備しておく。

　（２機関運用の地区の検討、リストラを希望する機関(地区）と周辺地域の

出動態勢の確保）

　(1)　第12分団(龍江）尾林班尾科詰所の廃止による詰所の取壊し

　(2)　第12分団(龍江）2機関運用廃止（尾林班尾科詰所）に伴う第12分団

車両への資機材充実配備。

　　　　積載車機関廃止分ホース等の資機材充実を図る。

２　詰所の経常経費の管理を行う。

１　常時出動が可能な機関数

２　詰所

　(1)　詰所取壊し(尾林班尾科詰

所）

３　資機材配備

１  　　75台

２　　　75カ所

　(1)　　1カ所

３　　　  １カ所

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

消防団自動車、ポンプ自動車、小型動力消防ポンプ付積載車、Ｃ-１ポンプ等の維持管理。

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

100 100

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

常時出動できる体制

（出動可能機関÷全機関（％）

100

28年度見込み

機関数（台） 75

意図（どういう状態

にするか）

管理する

向上させたい上位施

策の成果指標

市民が災害にそなている割合（％）

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を） 消防団施設、装備、機関

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 41 災害対策の推進

基本計画上

の位置づけ

政策 4 暮らしと生命を守る安全安心で快適なまちづくり

課等名 危機管理・交通安全対策室係等名

事業種別 経常 開始 終了

事務事業名

会計 一般会計

非常備消防施設維持管理事業
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